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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★ 

みなさん、七夕です。そういえばサンパウロでもリベルダージで仙台七夕の盛大なお祭りをしていましたね。もうなんだか懐かしく思い出されます。そろそろ真夏の日本から三浦です。

7月からレギュラーガソリン１リットルの値段が180円をこえました。去年の今頃は120円台だったと思います。ものすごい勢いであがっています。世界的な傾向なのでブラジルも同じでしょうか。

国土交通省や財務省のお役人が、残業後の深夜帰宅に使うタクシーの運ちゃんから、ビールやつまみをもらったり、現金や金券をもらってる人が大勢いたことが発覚しました。居酒屋タクシーというのだそうです。タクシー代はもちろん国民の税金で払っているので、とってもいけないことです。

年金問題もぜんぜん解決していません。私の職場でも私の隣に座っている人も、向かいの人も、その人の隣の人も、みんな以前の職場で払っていた年金記録がなくなっているかもしれないと連絡があったそうです。私はやっぱりもっとおこらなくちゃいけないと思っています。みんなでおこってなんとかしろ、という声を上げなければならないと思います。日本人は少しおとなしすぎるのでしょうか。

日本に戻ってきてから忙しい毎日を送っていますが、週末も結構あちこちの、日本語ボランティア養成講座に借り出されています。ブラジルから戻ってきてから石川、福井、岸和田、堺、熊取などもうずいぶんと出かけて話してきました。ブラジルでも話す授業や視聴覚機器の使い方、複式クラスに関することなどいろいろなことをみなさんといっしょに学習しましたよね。なつかしいなあ。先月も大阪の八尾というところからお呼びがかかって、日本語の語彙とその教え方について話してきました。今日はその中でお話した、日本語学習者の語彙習得に関するこぼれ話です。

OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo
OoOoOoOo　語彙の学習って　OoOo

OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo
　タイの地方大学で日本語教師をしているとき、学生に毎日日記を書いてもらっていました。学習した日本語を少しでも使う機会を増やすことが目的です。ある日優秀な学生の一人K君が日記に書いていました。「みうらせんせいの日本語を教えることの策略はものすごく偉大です。」K君はきっとわたしを褒めてくれたのだと思います。わたしは毎日こまめに作戦を考えて、教案も念入りに作って、いつもどうすればみんなが楽しく苦労しないで学んでくれるかを考えて授業に臨んでいたものです。きっとわたしのその姿勢を評価してくれたんだと思います。彼はその気持ちを日記に書こうと思い、辞書で適当なことばを捜し、そして「策略」に行き当たったのです。
ある韓国人の優秀な大学院生と日本語を学んでいるときにも、似たようなことがありました。彼女はすでに能力試験一級に合格している実力の持ち主です。専門は法律で韓国と日本の民法の比較について研究している人でした。彼女の日本語で書かれたレポートを添削しているときのことです。「韓国と日本の民法には類似点も多いが、その反面どえらい相違点も存在する。」なんというアンバランスでしょう。すらすら日本語を話す実力を持ち、法律を研究する美しい才女の格調高いレポートから「どえらい」ということばが出てくるなんて。あとで彼女に聞いたところによると、テレビで覚えたことばで、日本人の友人も使っているのを聞いたことがあるので、レポートに書いたとのことでした。

　一人で語彙を学んでふやすというのは本当に大変なことですね。能力があればあるほど、努力すれするほど間違う確立も高くなるようです。タイのK君は毎日辞書と格闘しながら自分なりに覚えたことばの使い方が間違っていました。韓国の才女は、日々のやりとりで習得したことばでしたが、これまた使う場所が違っていました。同じ意味のことばでも、どんなときに、どんな場所で、どんな相手に対して使うかはやはり母語話者から説明してもらわなければなかなか理解できないんですね。

　一人で自律的に学んでいる人がある程度正確に語彙の数を増やして行くためには、やはり正しい使い方で書かれたものをたくさん読むのが一番効果的だとわたしは思います。そして読んで覚えたものを、その使い方で自分でも使ってみる。その繰り返しですね。

　でも「日本語を教えることの策略」も「どえらい相違点」も、書き手の気持ちがずしずしと伝わってくる、臨場感のあふれる表現だと思っているのはわたしだけでしょうか。

OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo 
OoOo　　　おわりに　　　OoOo 
OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo 
｢語彙の学習って」は新しく開設した、三浦個人のブログ「ジャグリング日本語教師みうら」http://miuratakashi.cocolog-nifty.com/blog/　に書いたものです。このブログでは、私の日々の日本語教師的生活で気がついたこぼれ話を紹介していきます。ブラジルのことも話題にするかもしれません。はじめたばかりなのでまだ内容は少ないのですが、これから少しずつ増やしていきますので、みなさんも時々来ていただけるとうれしいです。

それでは、また次の機会まで、さようなら！
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